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ニュース

生き物文化誌学会例会

｢蜂と養蜂の文化誌｣開催

10月4日に静岡市日本平ホテルで生き物文

化誌学会の第 7回例会が ｢蜂と養蜂の文化誌｣

をテーマに開催され,｢家畜化された昆虫たち｣

(梅谷献二),｢人に役立つミツバチとその生産

物｣(松香光夫),｢伝統養蜂にみるハチとヒト

の関係｣(佐治靖),｢タイの村落開発およびシ

リキット王妃プロジェク トにおける養蜂の役

割｣(シリワッ ト･ウォンシリ)の 4題の講演

があった (講演内容については後日掲載予定).

参加者は養蜂家や学会員など約 90名で,当施

設は企画段階から参画,静岡県養蜂組合も協力

参加した.

日本補完代替医療学会学術集会

10月29-31日に金沢市の石川県立音楽堂を

会場として ｢補完代替医療のエビデンスを求め

て｣をテーマに日本補完代替医療学会第7回学

術集会が開催された.一般発表 (ポスター)で

プロポリスに関する3題の発表があったほか,

2日目午前にはプロポリス研究者協会 (PRA)に

よるサテライ トセミナー ｢プロポリスと代替医

療｣も開催され,プロポリスの効能に関して実

際的な 3題の講演があった.

また交流ホール (展示場)には同協会が出展

ブースを設け,会員企業によるプロポリス製品

の展示,パンフレットやサンプルの配布があり,

関心を集めていた.
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編集後記先考で台風と熊の夏と書いたところへ,今度は地歪.生産物関係では中国産ローヤルゼリーから
抗生物質の検出が相次ぐなど,今年は結局いいニュースがなかった分,来年に期待したいという気持ちにな
れる師走に早くも突入.松浦先生の連載は今回の第7回で完結.1月には7回分をまとめて=榊に組み直し
て出版の予定.白黒でしか紹介できなかった写真の一部を表紙にカラーで掲載する.第7回で登場したニュ
ージーランドからは医薬品品質のハチミツ生産に関する記事を掲赦した.また読売新聞の記事で話題になっ
たミツバチのkakugo(覚悟)ウイルスについては,原著の著者である東大久保桝の皆さんに本誌用に書き
下ろしていただいた.静岡県立大学グループのグループにはプロポリスの医薬効果の前提となる含有成分の
体内動態についての解説をいただいた. 1月9日には恒例の研究会を開催.よいお年をお迎え下さい.(純)IlIII4tIIIIItIlDIIIIJ+JIAqlIllIIIrlDBIIIIIIIl+IIItI+rqTIIIllIIrIIILTIEP4rlltlrIIIIIII


